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西太平洋・東シナ海における浮遊性有孔虫群集解析からみた、過去 20万年間の古

海洋環境変動
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IMAGES4 航海において、東シナ海から採取された約 40m のロング・コア試料を用い、安定酸素同位体比曲線を基

に、AMS14C 年代値や狭在するテフラの年代を得た。こうした精密な時間軸に沿って、浮遊性有孔虫群集解析を行っ

た。黒潮特徴種の産出率変動等から、黒潮の変動を追究し、さらには群集の組成変化から表層水塊の変動を示して

いく。その結果から、過去約 20 万年間の西太平洋・中～低緯度域の古海洋環境を解明していく。

西太平洋では、赤道域を中心に、世界最大規模の温暖水塊（Western Pacific Warm Pool; WPWP）が形成されて

おり、黒潮等の温暖な表層海流によって高緯度域へ運搬される熱エネルギーの熱源として、また、モンスーンやエ

ルニーニョの形成の一因として、太平洋域の環境へ多大な影響力をもつ。さらに、氷期では、海水準の低下に伴っ

て、地形的制約を受け、現在と全く異なったエネルギー循環を形成したと考えられている。しかしながら、太平洋

は全体的に水深が深く、こうした研究に適する試料が得にくいため、古環境変動史は未だ明確にされていない。

　本研究対象海域の東シナ海は、この温暖水塊から派生した黒潮の影響下にあり、黒潮が水塊として特徴づけ

られる源である。これまで、東シナ海を含める琉球弧海域において、最終氷期以降の黒潮変動史の研究は、数多く

なされている（e.g., Ujiie et al., 1991; Ahagon et al., 1993; Li et al., 1997; Xu and Oda, 1999; Ujiie and

Ujiie, 1999)。特に、Ujiie and Ujiie (1999)では、11 本のコア試料から産出した浮遊性有孔虫のうち、黒潮特

有種であるPulleniatina Group の相対産出率の減少もしくは損失より、最終氷期最盛期と約4500~3000 年前に黒

潮が変動したことを示唆している。これは、黒潮の現在と異なった流路をとったため、もしくは、水塊としての特

性が変化したと考えられている。これらの変動の原因として、黒潮の流入口である台湾―与那国島間の地形的変化

によって、物理的に流路が遮断されてしまった、一つは、寒冷化等により黒潮の水塊そのものが変化し、

Pulleniatina Group がそれに順応できなかった、２つが挙げられている。このように、黒潮の流路や勢力が変化

してしまうと、日本本州域では、北方から流れる寒流・親潮の勢力が強くなり、黒潮の支流である対馬暖流は弱く

なるため、表層海流の循環系が変化し、東アジアでの寒冷化が招かれることになる。特に、後者の原因の場合、黒

潮の源である北赤道海流さらには温暖水塊（WPWP）が同時期に変動していた可能性がある。こうした一連の変動史

は、同域で長期間にわたる記録を保持したコア試料が得られなかったため、最終氷期以降においてのみ議論されて

おり、黒潮が氷期―間氷期サイクルに伴って変動するのか、それとも局地的な変動であるのかなど、解明されてい

ない。

　本研究では、1998 年、IMAGES4 航海において、東シナ海から採取された 38.88m のコア試料を用い、過去約 20

万年間の表層水塊の変動を解明する。使用するコア試料の堆積速度は、千年に 20cm 以上と速いため、数百年～千

年の高分解能での解析が可能である。本コア試料では、10cm 毎に得られた安定酸素同位体比曲線から、本海域の

精密な氷期―間氷期サイクルが得られており、さらに AMS14C 年代値とコア中に狭在するテフラの同定から、デジ

タルの時間軸が得られている。さらに、琉球弧海域では、55 地点の表層堆積物を用いて、現世の浮遊性有孔虫の

分布や、水塊に対する特徴が確立されている（Ujiie, 1998MS）。これらを基に、浮遊性有孔虫群集解析を行い、先

に求められた２サイクル以上の氷期―間氷期サイクルに伴った、黒潮の変動および表層水塊の変動を示していく。
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